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夏休みボケも何とか乗り切って、などと悠長なことを言ってい

る暇もなく、ゃれ運動会、それ修学旅行、と追いまくられる毎日で

す。 7、8月と例会はお休みでしたので、 9月の例会の参加人数が

危ぶまれましたが、半数が久し振りに顔を会わせました。積もる近

況報告やら、何やらで、アッという聞の2時間でした。
. . .. <:/'令。~~・…・

食今後の話動について

提案①座談会をしよう・・・青年海外協力隊に参加経験のある

ひとを囲んで、、お話しをしよう。アジアのなかの日本、

世界のなかの日本について、知りたい。などなど。

尚、具体的に人物も決まり実現に向付て交渉したところ、

ちょうど 10月 14日に、松山国際交流センターでイベ

ントが開かれるとの情報を得ました。座談会はその後で

また日を改めてということになりましたので、乞うご期

待。

提案②木を見に行こう ・・・重信町の環境指標のひとつと

して、泉の生物の地に何かないだろうか白そういえば、

山ノ内で開発の魔の手から《本》を守った話 を聞いた

よ。それに、ピャクシンという大変な長命本があるのも ι

有名だけど、見たこと無い。行こう!9月25日決行、

の予定でしたが、予定外の台風でその日は小学校の運動

会に。残念、無念、担当は下見に行ってきましたので、

なおがっくり o ( p2.ヘ}，



貴泉の絵葉書の収益金の競い道について

議論的末、泉の譜撮費用に能うのが一番ということ記な号まし

たc 水利組合の方も請掘に J 番囲っておられたし、それにシルバ一

人材センターに抜頼できたら助ということで、 10月吉日iこ役

場へお聴いに行くことにしましたので、できるだけ多く邸時さんの

ご参加をお騒いします。午後 l時、時民会鰭まえ集合です由ミーテ

イングのあと役場に行きますのでよろしく。設場誌、 1時半思 く、()

観聴必ず聴 会 ゐ八
-......t'重信町定例議会〈事!日田〉 噌

{連i乙関する一能賞関があると開き付けて早速行ってきました。以下

一議事録よりの披粋及びあらましです。費問者試問内唯一人め女性

議員、諸伏静江氏です0)

前田の定静j議会自こおきまして、改良区とも協議を行い、現状謀容

の方法で縄速の整轄を計っていきたい、環境保全の面からも岳捺観

察教育の点からも費重註財産であると認識しているという答弁に、

この問題も大きく前進した気がいたしました。

この上は改長区と白熱保護との接点を見いだす事が第ーだと患い

ます。改良区誌ずっとずっと苦から泉を管理していく上で、大変な

翻苦労があったと聞きます自自黙保護と一方的に言ってもいけない

ので、三ケ村泉が作られた目的と管理面安充分考麗しながら、許さ

れるぎりぎりの工法でやっていただけないでしょうか申@¥中略

私の言う自黙公圏とは、生物が生息しやすい環境で謀護していく

ということです日生物がいるということは人間も安心して住める環

壌ということです。先の掲JII審議会でも建設大患への答申において、

生物の多議な生息、成育環礎的確謀が基本方針として第一に上がっ

てお静ます。数少註い貴重詮議長みんなめ共有崩産としてとらえ、

接してよかった註遣うと言えるようえu義的饗を行設と共ι考えていく

i鐸 が ある暗います師以七三 ケ 射 能ζついて吋殺の響轄を

関い致します。

一虫 Z明一



自lT主乏 の答弁

(丁寧な答弁をいただきましたが紙面の関掃で以下、問題になっ

ているところのみを抜粋します。また、下流域 600メートルは己主

棲ずみですが、残る上流域650メートルは未施工となっているそ

うです。また、愛大の先生方、改呉区の方、関係各々方と共に踏査 i 
してく fだ三さつ fたことのこ 2とご

今後も関係改良区、専門家のご意見を尊重し、先人の遺産安保

護する方向で換討をしてまいりたいと考えております。

ただ、のり面がすべて私有地でございますD あらゆる樹木が生い

茂っているために自然林が残されておるんですけれども。保存する

か、公園化するか、どちらにせよ私有地ですから、部Iが買い取って

公器に指定するとしても土地問題があ号ますが、今後とも前向きに

これを進めてまいりたい。このように考えております。

.ド

い竺 oB ;( 
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協議
楠先生Lこ「木j について、お話をお聞きしました。

泉を守ってくれたのは、雑木林。 Jl/の源は、森。 r}Ju者追いかけて、泉にJ11 tこと出かけ

て行くと、いつもそこには r*Jがありました。 r木j のそばにいゐと、 f気j 者もら勺ょ

うで「気持ち」もいいし。 r今度は木を見に行こうかJ 0 誰からともなく、そうし 3う話に

りました。じゃ、大本めぐり?、:名木めぐり?、それとも老木、長命木?何を見に行こうか

ということで、補先生に相談に行きました。

「りっぱなヌト;を見てまわるのも、楽しいですよ。」とも言われたけど、 「大事なのは、生

物がいるかどうかです。 Jと話してくだきいましたo rケヌニ子、エノキ、ムクノキ、ケスノ

キ、イチョウ等、そこに葉を:金べる虫がいて、実を食べる鳥がいて、樹の下には低い木が護

っている、そんな状態が人間にとっても、安心できる環境だと患います。 Jそう言われて、

なるほど、納揮しました。木はたんなる酸索製造器ではないんたと。いろいろな生物を育む

ものとして「木Jに会いに行こう、そう思いましたのそういえば、前回行J¥Jの時にも「泉

が貴重:な心は、ただきれいだからというだけじゃなくて、水質を知らせてくれる生物がいる

からですよJと教えてくださったのも楠先生でした。ここにくるといつも、人も自停の一部

なのだと気付かされます。療のまん中に大きなホオノキが立っていて、曜全体がいつもひん

やりと涼しい先生のお宅にお向いして、し、い時間完全ずこさせていただきました。

持i史笠; 議i母毒 霊長雪乳持~~ む~ " 
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錯を 支援 予告斤 擢罰
平成ア年0995年)9丹30

由子丸;マ絞め代ぜ点ぷポ可Ra，;
ス民昭二手楽会主Z主治交差章 、 e その後の

τ~ ミニ写真展

7月の始めに、

伊予鎮行
あれこれ

・うしぶち支j富にて

銀行で声をか抄られました。 ここの方たちに

iま、以前 絵葉書を買っていただいています口

fあの、泉の絵葉書、ここに展示していただけませんか ?J

思いがけ設い、購しい申し出でした。学習会の開会で相談の上、

昨年のパネル麗で摸用した写真と絵葉書を、 7月 l品目から号

月8Eままで展示させていただきました骨
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売れ行き牽色妻子諒語

、) '¥l 
メL三三書}苫湊町応にて

"* 
9月の始め、追加注文の電話がありました。聞けば、預けた

50部が完売したとのこと、驚くやら、嬉しいやら。早速も

う50部を持参して可また感激。底の入り口から一番よく見え

る場 所に置いてくれています。感謝、感謝。(門〉

p
h
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窃 .0.才んから

「三ケ材泉と*タ)j，，;Q)タベJ (6月10日)~こ事加して。

わずか4時間轄の「ホタルのタベj でしたが、私や4人の子供連 (17才、 10才、富才、

5才)，ことっては、とても撃かなひととまでした。わが家は、松山のバイパス沿いLこ在号、

夜なお明るい所です。重器のJIljllや罷んぼ道はまきに真っ暗で、 「関」というもの申ぞくぞ

くするような痕離しの恐さを思い出させてくれました。そんな中で、あちらこちらで、 uか

り、びかちと鱒く光由、なんと持能的で薬しかったことでしょう。子棋連域生まれて初めて

見るさ震に、もう有I蓑天で、虫のおし静が電筑由コードも電池も無しに光ることむ不思議記、

思考が諜乱しているようでした。 rなんで光るん?J、 「融っt::.告書騒い ?J、 「蛍光ベンみ

たい!J (発想が反対なんだよ t)、 Fクリスマスツリーみたい。 j と、口々記叫んだり、

妙記押し黙って居者凝るし註りしています。蛍はひょいと芋を延ばせば、構単位手のひら差

合わせたかごに入れることができます。昔も無くブーワリと浮かび訟がら、いつのまにか頭

や洋蟻記くっついていて、それをお互いに指きしながらアハハ、アハハと笑い合います。

蛍鑑賞の前記行った、夕暮れ時の三ケ村泉も楽しいものでした。 r]j'(Q)見譲り番J、オオ

カワトン;t{~こ会えまし 'k し、議t::.ちも相変わらず子供違の足をつつきにやって告ます。(秒
、の中から難い上がる、小さ詮ヱサ軽金べ伝来るんですってお。))}(のほとりにいると、どう

してこうも人間iまやさしくなり、霊式められるのでしょうか。子供遣も下半島ずぶ謂れiこな号、

靖子主きで患をしびらせなが込も、大講定を身体中にみなぎらせています。高校3年生田蟻が

心から「今日ね、来て良かっt:.<> Jと、つぶやきました。毎日的、ストレスte、るけの学校生

活と、社会と、自分自轟の人生に向かつて犠たる不安に錨んでいるらしい披女にとって、調

かがiまじけたようでした。それは、自要舎の持つ、ある不思議設力記よってであり、またそむ

自集まった多く的嚢離な人に出会ったことによるものであったようでした。(出会い、その

1 )中学校時代、ひそか記お人柄を尊敬していた曹、師記、思いがけず再会し言葉を交わした

こと。(出会い、その2)大きなバイク印後ろにも生活道真一式毒くくりく砂、山へ、 J11へ
と走号まわられる自形さんの、のびやかでシンプルな生き方を知ったこと。しかも、その生

吉方は個人的楽しみにとどまらず、こうした観察会ではて事ぱきとイニシアチィプをと号、

私遣の忠実きへの道案内人として、どむようは自黙とつき合っていくべきか導いてくだ、さって

いる、そんな社会的立前向きに生きていらっしゃる饗に感銘をうけたこと。(出会い、そむ

3)普通信おばさん遣が一生悪霊長語、]j'(について、生物立ついて、行政はついて生き生きと楽

しく語号合っている筆記接したこと。

自鎮の神秘と、葉散な人との出会いは偶iこも替えがたい教膏力を持っていることを痛感し

た一自でした。一方、先日、作家的落合憲子さんが「子棋謹Lことって、おとなは最大出環境

開題です。 j と言われてかまとおを患いだします。私自鼻、どのような社会幸次的世代拍子棋

連立賎したいのか、しっか替とイメージし、出来る事かる努力してゆかね誌と患っていますφ

さき誘い頭輩、本主主Lこあ切がとうございました効
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なんでもかんでも輔自鉱閉 蝉有機開 “無農薬時。そこで賢い謂費
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，者はチェッタ!土っき、穴あき、大歓遇。ところが、ところが、おっ録

。とっと官もともと、元気詮土に育った野菜詰虫食ったりしないとかa

@土っき、穴あき、だからとて、無農薬的証拠にはなりませんぞ、ご期 : 

事心、ご用心。 曹
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金三Z矢口らそ金

ーす寸市甘す官ア午後 l時前民会館前集合く〉役場へ

* 1 0月14臼/圏擦交流センターでアェステイパル

*1O月16日/午後 1時半学習会調会

i編集後記 j一一時一一
iこの「井戸端だよりjはみんなで瀬番に編集しています。だれもが、

一斉「¥1

できる範圏で出来ることを地道にしていますa これがこの会の良い

ところだと自負しています担しばらくは、通ごし易い良い季賞告です。

今痩はみん誌でどこかへでか廿ましょうかネ。 (K品y)舟・yトも 1

i開い合わせ先;くらしの学習会問 世

i〆事¥主義持;64-~6956 (韓)1 J? 
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